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会社概要

株式会社 タッセイ 
代表取締役社長　田中 陽介

本　　社　福井県福井市河増町30－20
創　　業　1949（昭和24）年７月
資 本 金　4000万円
従業員数　245名（2021年６月現在　グループ全体）
事 業 所　 福井本社、金沢支店、小松支店、小浜支店、横浜営業所
売 上 高　108億円（2021年５月期　グループ全体）
事業内容　建材・住設機器卸、ビル・建物の内装仕上工事
関係会社　インテリアクボタ有限会社
　　　　　株式会社 福地
　　　　　株式会社 Clas（設計事務所）
　　　　　タッセイエンジニアリング株式会社

Yousuke Tanaka

はじめに
　今回は福井県福井市に本社を置く株式会社
タッセイの田中社長を訪問しました。同社は
1949年の設立以来、建材の専門商社として、
あらゆる種類の建材の販売を行うだけでなく、
福井県や石川県を中心に多数の内装・外装工事
に関わってこられました。高い技術に基づいた
確かな仕事ぶりには厚い信頼が寄せられていま
す。田中社長には、三代目として社長に就任さ
れるまでの経緯のほか、環境の変化が著しい建
設業界の中で現在何を課題と考え、何を重点的
に取り組んでいるのかということや、未来への
展望などについても、お話を伺いました。
（浅林 孝志・あさばやし たかし）

――最初に、御社の概要について教えてくだ
さい。
　当社はよく「何の会社ですか？」と聞かれる
のですが、「タッセイは『建てる』を応援する
会社です」とお答えしています。
　主な事業としては、建材の専門商社として、
220万種以上のさまざまな建材を販売していま
す。また、材料を販売するだけではなく、外壁

工事、内装工事も行っています。外壁工事では、
福井県と石川県で年間約1000棟を施工、内装
工事では勝山の「恐竜博物館」や福井駅前の「ハ
ピリン」、石川県の「金沢二十一世紀美術館」
などにも関わりました。また、今後は新幹線駅
舎の工事への参画も予定しています。
　当社は、私の祖父・田中正義が1949（昭和
24）年に創業しました。創業当初はセメント
の販売を主に行っていましたが、戦後の復興の
中でベニヤ板の需要が高まってきたことや、建
築技法の主流が「湿式＊1」から「乾式＊2」へと
移行していくという時代の変化をいち早く察知
し、取り扱う建材の種類を広げていきました。
また、新しい建材は、地元の大工さんや職人さ
んには扱い方が分からず、敬遠されてしまうと
いうことがあったようで、施工できる職人を名
古屋から呼び寄せたり、地元で職人を新たに育
成したりして、材料と工事力を強みにしてきた
歴史があります。

理想の空間づくりを追求。
あなたとつくる「建てる」の未来。

＊１　 漆喰やモルタルなどのように、壁材を水と混ぜて練り、
壁に塗る工法

＊２　 木材やパネルなど、あらかじめ生産された建材を壁面
に取り付けていく工法
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たなか・ようすけ
プロフィール

1980年５月　福井県福井市生まれ
2003年３月　青山学院大学経営学部卒業
2007年２月　株式会社 タッセイ入社
2019年５月　 営業企画室長、常務、副社長を経て

代表取締役社長に就任
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――社長は、創業者である正義氏、先代で現
会長の猛雄氏に続く３代目ですが、幼い頃は家
業をどのような目で見ていらっしゃったので
しょうか。
　子どもの頃は、祖父も父も仕事に忙しく、年
中家にいないのが当たり前でしたし、祖父と父
は仕事の話を家では全くしなかったので、家業
のことはよくわかっていませんでした。祖母か
らは「あなたが３代目なんやで」というのをよ
く言われていましたが、当時はプレッシャーを
感じるというより、「そういうものなんだ」と
素直に受け止めていましたね。
　高校生の時には、夏休みに倉庫番や荷物の積
み込みのアルバイトをさせてもらっていました
が、今考えると、会社がどんなことをやってい
るかを、父が体験させたかったのかもしれませ
ん。その後は、会社を継ぐことを具体的に考え
ていたわけではありませんでしたが、いずれ会
社を継ぐときに必要なことを学べればと考え、
大学は経営学部に進学することにしました。
 
――学生時代には何に熱中されたのでしょう
か。
　学生時代は演劇一色の生活でした。きっかけ
は大学１年生の４月に野田秀樹さんの舞台を見
たことでした。当時は福井から上京したばかり
の頃で、とにかく新しいものに触れたかったの
です。そんなある日、たまたま舞台の当日券を
手に入れました。演劇に興味があったわけでは
なく、有名な女優さんを生で見てみたい、とい

う軽い気持ちで観に行ったのですが、初めて生
で見る舞台の迫力に圧倒されてしまい、その翌
日には大学の演劇部の門を叩いていました。
　そこからは、大学の演劇部で演技の稽古をし
ながら、外部の劇団に出演したり、オーディ
ションを受けたりする日々を送り、大学３年の
頃には、就職せずにこのまま演劇をやっていき
たいと思うようになっていました。父をはじ
め、周囲からの反対はありましたが、一度きり
の人生だから自分がやりたいことをやらせてほ
しいと自分の思いを貫き、アルバイトをしなが
ら、演劇を続ける道を選びました。

――その後、どういうきっかけで家業を継ぐ
ために福井に帰ることを決心されたのでしょう
か。
　初めて帰ること真剣に考えたのは、大学を卒
業して４～５年ほど経った頃のことです。あ
る日東京に一人でやって来た母に、「頼むから
帰って来てくれ」と懇願されたのです。息子が
戻ってこないことを責める周囲の声が直接僕に
届かないように母が矢面に立ってくれていたの
ですが、それもだんだんと辛くなってきたよう
でした。自分が夢を追いかけることによって家
族に苦しい思いをさせていいのだろうかと悩み
出しました。
　当時は芸能事務所に所属し、舞台をやりなが
らドラマやCMなど少しずつ出演させてもらえ

る機会が増え、軌道に乗りつつあった頃でし
た。自分の夢を追いかけるのか、それとも家族
と共に家業を継ぐ人生を選ぶのかの二者択一で
あり、どちらかを選んだら、もう片方は諦める
しかないという葛藤はありましたが、最終的に
は福井の家業で生きていく道を選びました。

――入社当初はどんなことを考えていました
か。
　「これからは家業の商売のために生きるん
だ」と、強い決意を持って入社しました。入社
当初は、最初から営業をさせてもらえるわけで
はなく、倉庫での荷受けや積み込みからのス
タートでした。最初は、職人さんたちの少し
荒っぽい雰囲気に、これからついていけるのか
と不安に感じることもありました。
　僕が入社したのは2007年２月だったのです
が、同年４月には本社が現在の場所に移転し、
新社屋のお披露目の場がありました。その時に
集まったたくさんのお客さまや職人さんたちの
前で私は自己紹介をすることになったのです
が、当時、本社の敷地の角に植えたばかりの細
くて小さなしだれ桜があり、それと自分を重ね
て「業界のことも仕事のことも何も分からず、
何もできない僕ですが、いつか一人前になって
満開の花を咲かせられるように頑張ります」と
いうようなことを話しました。今となっては、
とっさによくそんなことが言えたなと思うので

すが、台本が無い中、人前で堂々と話すことが
できたのは、役者としての経験が生きたのかも
しれませんね。

――それからどのように経験を積まれたので
しょうか。
　倉庫番をした後は、営業のアシスタントとし
て、お客さまのところにカタログや見積書を届
けたり、新しい図面を取りに伺ったり、現場へ
行って打ち合わせをしたりしながら、そのうち
に何社か担当を引き継がせてもらい、少しずつ
仕事を覚えていきました。
　その後は、新しい部署の立ち上げに取り組み
ました。当時、建設業界ではさまざまな法改正
が行われました。中でも、「住宅瑕疵担保履行
法」の影響は大きく、新築住宅を建てる際に、
住宅に瑕疵があった場合の修理費用を十分に賄
えるよう、事業者は住宅瑕疵保険に加入しなけ
ればならなくなりました。すると全国の同業者
の中で、そういった保険の代理店業務をやった
り、あるいは個人の大工さんや小さな工務店さ
んに代わって、住宅性能評価や長期優良住宅な
どの申請代行を行ったりするような動きが出て
きました。当社もそれに乗り遅れず、付加価値
の高い提案をできるようにしなければならない
と社内で進言したのですが、「じゃあお前がそ
れをやれ」と言われたのです。そこで、保険や
補助金などに関連した業務を行う「営業企画
室」を立ち上げることになりました。
　立ち上げてみたものの、住宅の性能や保険に
関しては素人です。それでも「ぜひサポートさ
せてください」と、大工さんや工務店さんを一
軒一軒訪ね、説明していきました。すると、向
こうもこちらが素人だということは当然わかり
ながら、それでも「お前がそこまで言うならやっ
てみるか」と任せてくれました。

――俳優の時に培ったプレゼン能力が生かさ
れたのでしょうね。
　熱意を込めて堂々と話せるというのは、やは

左から、田中陽介社長、先代の猛雄会長、創業者の正義相談
役（2020年12月に逝去）
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り演劇をやっていた時に身に付けたものが役に
立っているのかもしれません。
　「経営者の武器は言葉だ」と言われますが、
本当にその通りだと思います。言葉一つで、一
緒に働く従業員が同じ目標に向かって進んで行
けたり、もしくはモチベーションを上げたりで
きる。お客さまも、この人の言葉だったら信用
できると認めてくれる。経営者は専門的な技能
を持っているわけではないけれど、言葉という
武器を持っているのだから、そこを極めていく
ことを大事にしています。僕は、言葉で熱意や
思いを伝えることに関しては場数を踏んできた
と思います。演劇をやっていた時は年間300日
くらい稽古をし、稽古の前には必ず１時間の発
声練習をしていました。それを９年間続けてき
たわけですから、合計でおよそ2700時間も発
声練習をしていたことになります。ずっとやり
続けていたというものは、自分の貯金になって
いると感じます。
　新事業の立ち上げがうまくいき、その後は当
社のビジョンの策定にも取り組みました。当社
には創業者が作った経営理念がありますが、当
時の福井本社には経営理念が額に入れて掲げら
れていたのに、誰も知らないという状態でし
た。一方で、当社は取引先や同業者とM&Aを
実施することで小松や武生、小浜に支店網を広

げてきたのですが、各支店では、支店長を中心
に会社の理念をきちんと浸透させてくれていま
した。そこで、経営理念を今一度浸透させるた
めに、理念は一切変えず、ビジョンを新たに作
ることにしたのです。
　僕のベースになっているのは、京セラの稲盛
和夫氏の勉強会「盛和塾」で学ばせていただい
た、「会社は従業員の幸福のために存在してい
る」という考え方でした。僕にとって、それは
とてもすんなりと腹に落ちる考え方だったの
で、それを基にビジョンを作りました。それか
らは、ビジョンを浸透させるために経営理念や
ビジョンの唱和を朝礼に取り入れたり、ビジョ
ンを基に全社でどこを目指していくのかを共有
するために経営方針発表会を行ったりといった
取り組みを行っていきました。

――日本は少子高齢化が進む中で、住宅着工
戸数が減り、働き手の数も減っています。厳し
い経営環境の中で、数ある同業他社の中から自
社が選ばれるために、御社はどのようなことに
力を入れて取り組まれているのでしょうか。
　当社には、建物の内外装工事を請け負う専属
の職人集団「タッセイ職友会」があります。現
在、職友会の約200名の職人の平均年齢は50
代後半で、10年後にはおよそ半数の職人が65
歳以上になります。取引のある大手ゼネコンで
は65歳以上の高所作業を禁止しているところ
もあり、高齢化が進むと職人の半数が現場に入
れなくなってしまう。地元のランドマーク的な
大規模建築を行う際に、当社が受注を頂くこと
ができるのは、施工力の高さと当社が擁する施
工部隊の規模に強みがあるからです。その強み
を維持するために、若い職人の育成には特に力
を入れてきました。
　職友会の親方たちも、かつては若い職人を何
人も抱えて育てていました。しかし、バブル崩
壊やリーマン・ショックなど、不況で仕事が減っ
た時にも彼らに給料を払った苦しい経験から、
親方たちは新たに雇い入れて育成することに対

して消極的になっていました。そこで、親方が
新しい人を雇い入れて教育する場合、その給料
の一部として、１人当たり月５万円を当社が助
成するという制度を始めました。しかし、親方
たちは「今まで何度も痛い目を見てきたから」
と、制度の利用はなかなか進みません。
　そこで、当社が力を入れることにしたのが自
社での正社員職人の育成です。福井と石川の高
校を20～30校ほど必死に説明して回り、募集
をかけたところ、ありがたいことに初年度から
４人が入社してくれました。
　当初は彼らが所属する部署を「施工課」と呼
んでいましたが、これまでの職人のイメージ
を一新し、格好良くてもっと誇れるような名
前を付けてあげたいと考え、思いついたのが

「TAT（Tassay Artisan Team）」です。特殊部隊
の「SAT」をもじったネーミングで、専用のロ
ゴやパンフレットも作成しました。
　TATの育成と併せて、外国人技能実習生の受
け入れも始めたのですが、徐々に現場に若い職
人が増えてくると、彼らの働きぶりに刺激を受
けたのか、職友会の親方たちも若い職人の育成
に興味を持ち始め、先ほどの助成制度の利用が
増えていきました。職友会の助成制度のスター
トから今年で７年目、TATは今年５期生を迎え
ましたが、TATは現在36名、職友会の制度の利
用は26名に上ります。10年後に職人の半数が
抜けてしまうということを考えると、まだそれ
を補填できるだけの職人の養成はできていませ
んが、若い職人は着実に増えてきています。気
を抜かずにまだまだ育成を頑張らなければいけ
ません。今後は、長く働き続けていくための環
境整備や体制づくりにもしっかりと取り組んで
いきたいと考えています。

――AI、ロボット、IoTなど、技術の発達が目
覚ましいですが、何か導入を検討されているも
のはありますか。
　自社で施工ロボットなどを独自に開発するの
はなかなか難しいのが現状ですが、人材育成や

工程管理をITで効率化するということは、今後
どんどん進めていきたいと考えています。
　TATの人材育成に関しては、元々職友会にい
た親方２人に、タッセイの社員になってもら
い、教育担当として指導に専念してもらってい
ます。しかし、TATも人数が増えてきたので、
２人では十分目が行き届かないことも増えてき
ました。そこでTATの職人には、親方から聞い
たことをすべて動画に撮るようにさせ、その動
画をスマートフォンのアプリで一元管理し、全
員で共有することにしました。
　また、社員の目標管理にもクラウドの導入を
進めています。毎月の各自の目標をクラウドで
共有して、定期的に上司が個人面談し、アドバ
イスやフィードバックをしていきます。若い子
たちには、ちゃんと自分を気にかけ、見てくれ
ている先輩や上司が常に近くにいると感じても
らうことがとても大事なので、それが可能とな
る仕組みづくりをいろいろと考えています。
　工程管理でも、スマートフォンを使って、職
人と進捗を常に共有し、随時指示を出していく
ようなツールを今後導入していきたいと考えて
います。

――今後、会社としてどんな分野を強化して
いきたいとお考えでしょうか
　今後は人口が減り、建物が建つ数も間違いな
く減っていきます。そこで、次の二つの取り組
みを進めていきたいと考えています。

TATの職人たちとTATのロゴ
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　一つは、仕事の場を現在の主戦場である北陸
エリアの外にも広げていくということです。一
昨年、後継者の不在に悩んでいた滋賀県の内装
工事業者とM&Aを行いました。そこは、壁紙・
クロスと床工事に特化して、地元ゼネコンの仕
事を何十年もやってこられた会社でした。これ
までは、当社が単独でその地元のゼネコンさん
に「仕事をやらせて下さい」と飛び込み営業を
してもなかなか相手にしていただけなかったの
ですが、この会社と一緒になったことで、その
ゼネコンさんにも話を聞いていただけるように
なるなど、滋賀県で仕事をするための足掛かり
ができました。
　もう一つは、一つの建物に関わる手段をいか
に増やしていくかということです。現状の内装
工事や外壁工事以外にも、太陽光パネルや蓄電
池、屋根やガーデニング、カーポートなど、取
り扱うアイテム数を増やしたり、あるいは基礎
工事や電気工事など、できる工事の種類を増や
したり。それ以外にも、法改正があったり、新
しい補助金ができたときには相談に乗ったり
と、建設に関することはタッセイに相談すれば
すべて解決できると思っていただけるような存
在になりたいです。
　その一環として、３年前に不動産部門を立ち
上げました。家を建てたいけれど、土地を持っ
ておらず、住宅展示場に行っても「まずは土地
を見つけてから来場してください」と言われて
しまう。そうして土地を探しているうちに良い
建売住宅が見つかると、本当は理想の家を建て
たかったけれど、妥協して購入してしまうケー
スがありました。そういう方のために、「タッ
セイ不動産」が土地探しから資金計画まで一貫
してお手伝いしていきます。
　そのほかにも、住まいや介護、相続といった
老後の心配事をトータルでサポートするため
に、弁護士や税理士、ケアマネージャーなど、
相続や介護の専門家とともに、住まいの専門家
である当社が協力するプロジェクト「うちのこ
と」の取り組みも進めています。

――最初におっしゃった「『建てる』を応援す
る」というのは、まさしくそういうことなんで
すね。
　そうですね。昨年には株式会社福地とＭ&A
を行いました。福地は、木製家具の製造におい
て日本トップクラスの技術力と生産力を持つ企
業です。一般的に家具屋、木工所というと従業
員５人程度の小規模な会社が多い中、50人弱
の社員を抱える福地は、家具製造業としては比
較的大規模な企業でした。しかも、幼稚園向け
の家具や備品においては全国トップシェアを誇
る企業と取引をしており、製品の品質も極めて
高い。こんなに良い会社は全国を探してもなか
なかありません。
　福地も後継者が不在だったため、M&Aの相
手を探していました。しかし、もし県外の大手
家具屋が親会社になったら、職人たちは引き抜
かれ、福井県外に移住しなければならなくなる
かもしれない。しかし、職人たちは福井に住み
たいからここで家具を作っているわけです。そ
こで、地元の企業の中に良い相手がいないかと
考え、当社が候補に挙がったそうなんです。福
地と一緒になれば、当社としても木・家具工事
の大幅なレベルアップが期待できますし、内装
工事と併せて、お客さまに作り付けの家具など
の提案ができるようにもなります。当社では、
一つの建物に関われる方法を増やしていきたい
ということを考えていたわけですから、ぜひ一
緒になりましょうということで、話がまとまり
ました。
　福地以外にも、後継者がいなくて不安に感じ
ている会社や、やむを得ず廃業を選ばれる会社
はたくさんあります。日本中の同業他社を手当
たり次第にM&Aを行おうとは考えていません
が、北陸エリアの外側への事業エリアの拡大
や、建物に関わる新たな分野やアイテムの拡大
につながるようなM&Aは今後も前向きに検討
していきたいと考えています。
　新しくやりたいことはいろいろとあります
が、結局のところ「タッセイで働いている社員

みんなが、この会社にいて幸せだったと思える
ようなことを実現する」ということは忘れずに
いたいです。どこにゴールがあるのか見えない
不透明な世の中で、社員の幸せを実現していく
ことは難しいですが、それが私の使命だと思っ
ています。

――最近、映画を撮ったとお聞きしました。
　建設業で働く若手職人をモデルにした映画

「くもりのち晴れ」の企画・製作をしました。
駅伝選手だった青年が、さまざまな悩みを抱え
ながら建設業の職人として成長していくという
ストーリーです。
　監督は福井出身で、俳優もやっていた片山享
さんです。数年前に行われた「福井駅前短編映
画祭」というイベントで知り合いになりまし
た。彼は鯖江の漆器職人の息子ですが、漆器の
道には進まず、俳優を続ける道を選びました。

一方で、僕は30歳を前に家業を継ぐために俳
優をやめて福井に帰ってきた。もし道が少し
違っていたら彼が福井で漆器職人になり、僕は
東京で俳優をやっていたかもしれない。境遇が
似ていて、とてもシンパシーを感じています。
　映画は７月17日から福井駅前の劇場で２週
間限定で公開させていただきました。この先、
ほかの地域の映画館での上映や、動画配信での
公開も検討しています。建設業界はどうして
も、「きつい、汚い、危険」、いわゆる「３K」
のイメージを持たれがちです。でも、実際に腕
一本で建物を作り上げる人たちのことを、僕は
尊敬しています。世間のイメージを少しでも変
えて、建設業界に興味を持ってくれる人が増え
たらとても嬉しいですね。

――本日はありがとうございました。

映画「くもりのち晴れ」ポスター

ト ッ プ イ ン タ ビ ュ ー　　　株式会社 タッセイ　代表取締役社長　田中 陽介氏

12 13北陸経済研究2021.9・10 合併号 北陸経済研究2021.9・10 合併号


